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■文学部　日本語日本文学科　到達目標（国語）
履修年次 教育の基礎的理解に関する科目等

大学が独自に設定する科目 教科及び教科の指導法に関する科目
年次 時期

第

１

年

次

前
期

①中高教職課程を履修する動機と目的を理解する。
②教職並びに中高教職課程の特質と概要を理解する。

①中高教科「国語」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、国語学・国文学・漢文学・書道の各専門分野
より修得する。

②中高教科「国語」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

後
期

①公教育の理念・思想と制度・行政・経営システムを中
心に、それらの基礎的知識及び技能を修得する。

②学習者の心理と学習のメカニズム（発達と障害を含む）
に関する基礎的知識を修得する。

①中高教科「国語」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、国語学・国文学・漢文学・書道の各専門分野
より修得する。

②中高教科「国語」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

第

２

年

次

前
期

①教育課程の基本構造と教育実践との関連性を理解す
る。

②教職実践力の基礎となる教育の理念・目的・内容・方
法・対象理解・制度・経営について、基礎知識を包括
的に修得する。

③人間の発達と障害に関する基礎的知識を修得する。

①中高教科「国語」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、国語学・国文学・漢文学の各専門分野より修
得する。

②中高教科「国語」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

③中高国語科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。

後
期

①道徳教育及び人権教育の目的・内容・方法等につい
て、実践の観点から理解する。

②情報通信技術（ICT）の活用と理論を理解する。
③一人ひとりの生徒の人格を尊重した生徒指導や、生徒
の意欲や適性を考慮した進路指導に必要な知識・技
能を身につける。

①中高教科「国語」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、国語学・国文学・漢文学の各専門分野より修
得する。

②中高教科「国語」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

③中高国語科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、教
材分析や授業構想のための知識・技能を身につける。

第

３

年

次

前
期

①カウンセリングを含め、教育相談の理論と方法を、実
践的な観点から理解する。

②特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含め、授
業方法・学級経営等に関する基礎的・実践的知識と
技能を修得する。

①中高教科「国語」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、国語学の分野より修得する。

②中高教科「国語」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

③中高国語科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
中高教科「国語」の授業を構想し、実践し省察する一
連の授業実践研究の方法と態度を身につける。

後
期

①総合的な学習・探究及び特別活動の意義を理解し、
その特質を踏まえた指導に必要な知識、及び技能を
身につける。

②教育実習の目的や計画・内容等を理解する。

①中高教科「国語」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、国語学の分野より修得する。

②中高教科「国語」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

③中高国語科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
中高教科「国語」の授業を構想し、実践し省察する一
連の授業実践研究の方法と態度を身につける。

第

４

年

次

前
期

①教育に関する理念・思想・歴史を中心に、それらの基
礎的知識を修得する。

②教育実習生は、中高教育実習体験を通して、教職の
使命感や責任感、実践力を修得し、教職に必要な資
質能力を形成する。

後
期

①「教職実践演習（中高）」を通して、反省事項や今後
の研究課題につき、明らかにするとともに、教職への
志を再確認する。

通
年

①教育実習の目的や計画・内容等につき理解を深めると
ともに、特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含
め、授業方法、学校学級経営等々に関する基礎的・
実践的知識技能を修得する。

②教育実習の事後指導を通して、反省事項や今後の研
究課題につき、明らかにするとともに、教職への志を
確認する。

各学科における各段階の到達目標
令和７年度入学　履修便覧
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■文学部　日本語日本文学科　到達目標（書道）

履修年次 教育の基礎的理解に関する科目等
大学が独自に設定する科目 教科及び教科の指導法に関する科目

年次 時期

第

１

年

次

前
期

①高校教職課程を履修する動機と目的を理解する。
②教職並びに高校教職課程の特質と概要を理解する。

①高校教科「書道」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、書道・国文学・漢文学の各専門分野より修得
する。

②高校教科「書道」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

後
期

①公教育の理念・思想と制度・行政・経営システムを中
心に、それらの基礎的知識及び技能を修得する。

②学習者の心理と学習のメカニズム（発達と障害を含む）
に関する基礎的知識を修得する。

①高校教科「書道」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、書道・国文学・漢文学の各専門分野より修得
する。

②高校教科「書道」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

第

２

年

次

前
期

①教育課程の基本構造と教育実践との関連性を理解す
る。
②教職実践力の基礎となる教育の理念・目的・内容・方
法・対象理解・制度・経営について、基礎知識を包括
的に修得する。
③人間の発達と障害に関する基礎的知識を修得する。

①高校教科「書道」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、書道・国文学・漢文学の各専門分野より修得
する。

②高校教科「書道」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

③高校書道科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。

後
期

①道徳教育及び人権教育の目的・内容・方法等につい
て、実践の観点から理解する。
②情報通信技術（ICT）の活用と理論を理解する。
③一人ひとりの生徒の人格を尊重した生徒指導や、生徒
の意欲や適性を考慮した進路指導に必要な知識・技
能を身につける。

①高校教科「書道」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、書道・国文学・漢文学の各専門分野より修得
する。

②高校教科「書道」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

③高校書道科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、教
材分析や授業構想のための知識・技能を身につける。

第

３

年

次

前
期

①カウンセリングを含め、教育相談の理論と方法を、実
践的な観点から理解する。
②特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含め、授
業方法・学級経営等に関する基礎的・実践的知識と
技能を修得する。

①高校教科「書道」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、書道史の分野より修得する。

②高校教科「書道」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

後
期

①総合的な学習・探究及び特別活動の意義を理解し、
その特質を踏まえた指導に必要な知識、及び技能を
身につける。
②教育実習の目的や計画・内容等を理解する。

①高校教科「書道」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、書論・鑑賞の分野より修得する。

②高校教科「書道」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

第
４
年
次

前
期

①教育に関する理念・思想・歴史を中心に、それらの基
礎的知識を修得する。
②教育実習生は、中高教育実習体験を通して、教職の
使命感や責任感、実践力を修得し、教職に必要な資
質能力を形成する。

①高校教科「書道」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

後
期

①「教職実践演習（中高）」を通して、反省事項や今後
の研究課題につき、明らかにするとともに、教職への
志を再確認する。

通
年

①教育実習の目的や計画・内容等につき理解を深めると
ともに、特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含
め、授業方法、学校学級経営等々に関する基礎的・
実践的知識技能を修得する。
②教育実習の事後指導を通して、反省事項や今後の研
究課題につき、明らかにするとともに、教職への志を
確認する。

2



－287－

■文学部　歴史文化学科　到達目標（社会）

履修年次 教育の基礎的理解に関する科目等
大学が独自に設定する科目 教科及び教科の指導法に関する科目

年次 時期

第

１

年

次

前
期

①高校教職課程を履修する動機と目的を理解する。
②教職並びに高校教職課程の特質と概要を理解する。

①中学教科「社会」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、基礎教育科目・専門教育科目の学習を通じて
修得する。

後
期

①公教育の理念・思想と制度・行政・経営システムを中
心に、それらの基礎的知識及び技能を修得する。

②学習者の心理と学習のメカニズム（発達と障害を含む）
に関する基礎的知識を修得する。

①中学教科「社会」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、基礎教育科目・専門教育科目の学習を通じて
修得する。

第

２

年

次

前
期

①教育課程の基本構造と教育実践との関連性を理解す
る。
②教職実践力の基礎となる教育の理念・目的・内容・方
法・対象理解・制度・経営について、基礎知識を包括
的に修得する。
③人間の発達と障害に関する基礎的知識を修得する。

①中学教科「社会」に関わる原理と教科内容及びその指
導方法についての基礎的知識と技能を修得する。併せ
て、中学教科「社会」を教授するに足る基礎的知識及
び技能を、専門教育科目群、とりわけ「歴史文化研究
の基礎」科目群に配当する授業科目の学習を通して修
得する。

後
期

①道徳教育及び人権教育の目的・内容・方法等につい
て、実践の観点から理解する。
②情報通信技術（ICT）の活用と理論を理解する。
③一人ひとりの生徒の人格を尊重した生徒指導や、生徒
の意欲や適性を考慮した進路指導に必要な知識・技
能を身につける。

①中学教科「社会」指導法の基礎知識を修得し、指導
案の作成と模擬授業とを通して、授業実践力を身につ
ける。併せて、中学教科「社会」を教授するに足る基
礎的知識と技能を、専門教育科目群、とりわけ「歴史
文化研究の基礎」「歴史文化の諸相」科目群に配当す
る授業科目の学習を通じて修得する。

第

３

年

次

前
期

①カウンセリングを含め、教育相談の理論と方法を、実
践的な観点から理解する。
②特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含め、授
業方法・学級経営等に関する基礎的・実践的知識と
技能を修得する。

①これまで修得してきた歴史、地理、文化の専門領域に
おける知識と中学教科「社会」の内容との関連性につ
いて、自主的に探究する方法を身につける。

後
期

①総合的な学習・探究及び特別活動の意義を理解し、
その特質を踏まえた指導に必要な知識、及び技能を
身につける。
②教育実習の目的や計画・内容等を理解する。

①これまで修得してきた歴史、地理、文化の専門領域に
おける知識と中学教科「社会」の内容との関連性につ
いて、より深く自主的に探究する方法を身につける。

第
４
年
次

前
期

①教育に関する理念・思想・歴史を中心に、それらの基
礎的知識を修得する。
②教育実習生は、中高教育実習体験を通して、教職の
使命感や責任感、実践力を修得し、教職に必要な資
質能力を形成する。

①これまで蓄積してきた歴史、地理、文化の専門領域に
おける知識と中学教科「社会」の内容とを有機的に関
連させ、質の高い教育実践を目指す意識と態度を身に
つける。

後
期

①「教職実践演習（中高）」を通して、反省事項や今後
の研究課題につき、明らかにするとともに、教職への
志を再確認する。

①これまでに蓄積してきた歴史、地理、文化の専門領域
における知識と中学教科「社会」の内容とを有機的に
関連させ、質の高い教育を実現することのできる意識
と自信を確立する。

通
年

①教育実習の目的や計画・内容等につき理解を深めると
ともに、特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含
め、授業方法、学校学級経営等々に関する基礎的・
実践的知識技能を修得する。
②教育実習の事後指導を通して、反省事項や今後の研
究課題につき、明らかにするとともに、教職への志を
確認する。
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■文学部　歴史文化学科　到達目標（地理歴史）

履修年次 教育の基礎的理解に関する科目等
大学が独自に設定する科目 教科及び教科の指導法に関する科目

年次 時期

第

１

年

次

前
期

①高校教職課程を履修する動機と目的を理解する。
②教職並びに高校教職課程の特質と概要を理解する。

①高校教科「地理歴史」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、基礎教育科目・専門教育科目の学習を通
じて修得する。

後
期

①公教育の理念・思想と制度・行政・経営システムを中
心に、それらの基礎的知識及び技能を修得する。

②学習者の心理と学習のメカニズム（発達と障害を含む）
に関する基礎的知識を修得する。

①高校教科「地理歴史」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、基礎教育科目・専門教育科目の学習を通
じて修得する。

第

２

年

次

前
期

①教育課程の基本構造と教育実践との関連性を理解す
る。
②教職実践力の基礎となる教育の理念・目的・内容・方
法・対象理解・制度・経営について、基礎知識を包括
的に修得する。
③人間の発達と障害に関する基礎的知識を修得する。

①高校教科「地理歴史」に関わる原理と教科内容の基
礎的知識と技能を修得する。併せて、高校教科「地
理歴史」を教授するに足る基礎的知識と技能を、専
門教育科目群、とりわけ「歴史文化研究の基礎」科目
群に配当する授業科目の学習を通して修得する。

後
期

①道徳教育及び人権教育の目的・内容・方法等につい
て、実践の観点から理解する。
②情報通信技術（ICT）の活用と理論を理解する。
③一人ひとりの生徒の人格を尊重した生徒指導や、生徒
の意欲や適性を考慮した進路指導に必要な知識・技
能を身につける。

①高校教科「地理歴史」指導法の基礎知識を修得し、
指導案の作成と模擬授業とを通して、授業実践力を身
につける。併せて、高校教科「地理歴史」を教授する
に足る基礎的知識と技能を、専門教育科目群、とりわ
け「歴史文化研究の基礎」「歴史文化の諸相」科目群
に配当する授業科目の学習を通じて修得する。

第

３

年

次

前
期

①カウンセリングを含め、教育相談の理論と方法を、実
践的な観点から理解する。
②特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含め、授
業方法・学級経営等に関する基礎的・実践的知識と
技能を修得する。

①これまで修得してきた歴史、地理、文化の専門領域に
おける知識と高校教科「地理歴史」の内容との関連性
について、自主的に探究する方法を身につける。

後
期

①総合的な学習・探究及び特別活動の意義を理解し、
その特質を踏まえた指導に必要な知識、及び技能を
身につける。
②教育実習の目的や計画・内容等を理解する。

①これまで修得してきた歴史、地理、文化の専門領域に
おける知識と高校教科「地理歴史」の内容との関連性
について、より深く自主的に探究する方法を身につける。

第
４
年
次

前
期

①教育に関する理念・思想・歴史を中心に、それらの基
礎的知識を修得する。
②教育実習生は、中高教育実習体験を通して、教職の
使命感や責任感、実践力を修得し、教職に必要な資
質能力を形成する。

①これまで蓄積してきた歴史、地理、文化の専門領域に
おける知識と高校教科「地理歴史」の内容とを有機的
に関連させ、質の高い教育実践を目指す意識と態度を
身につける。

後
期

①「教職実践演習（中高）」を通して、反省事項や今後
の研究課題につき、明らかにするとともに、教職への
志を再確認する。

①これまでに蓄積してきた歴史、地理、文化の専門領域
における知識と高校教科「地理歴史」の内容とを有機
的に関連させ、質の高い教育を実現することのできる
意識と自信を確立する。

通
年

①教育実習の目的や計画・内容等につき理解を深めると
ともに、特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含
め、授業方法、学校学級経営等々に関する基礎的・
実践的知識技能を修得する。
②教育実習の事後指導を通して、反省事項や今後の研
究課題につき、明らかにするとともに、教職への志を
確認する。

4
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■文学部　英語グローバル学科英語文化専攻　到達目標（英語）

履修年次 教育の基礎的理解に関する科目等
大学が独自に設定する科目 教科及び教科の指導法に関する科目

年次 時期

第

１

年

次

前
期

①中高教職課程を履修する動機と目的を理解する。
②教職並びに中高教職課程の特質と概要を理解する。

①中高教科「英語」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、英語学・英語コミュニケーション・異文化理
解の各専門分野より修得する。

②中高教科「英語」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

後
期

①公教育の理念・思想と制度・行政・経営システムを中
心に、それらの基礎的知識及び技能を修得する。
②学習者の心理と学習のメカニズム（発達と障害を含む）
に関する基礎的知識を修得する。

①中高教科「英語」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、英語学・英語文学・英語コミュニケーション・
異文化理解の各専門分野より修得する。
②中高教科「英語」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

第

２

年

次

前
期

①教育課程の基本構造と教育実践との関連性を理解す
る。
②教職実践力の基礎となる教育の理念・目的・内容・方
法・対象理解・制度・経営について、基礎知識を包括
的に修得する。
③人間の発達と障害に関する基礎的知識を修得する。

①中高英語科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。

後
期

①道徳教育及び人権教育の目的・内容・方法等につい
て、実践の観点から理解する。
②情報通信技術（ICT）の活用と理論を理解する。
③一人ひとりの生徒の人格を尊重した生徒指導や、生徒
の意欲や適性を考慮した進路指導に必要な知識・技
能を身につける。

①中高教科「英語」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、英語学・英語文学・英語コミュニケーション・
異文化理解の各専門分野より修得する。

②中高教科「英語」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

③中高英語科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、教
材分析や授業構想のための知識・技能を身につける。

第

３

年

次

前
期

①カウンセリングを含め、教育相談の理論と方法を、実
践的な観点から理解する。
②特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含め、授
業方法・学級経営等に関する基礎的・実践的知識と
技能を修得する。

①中高教科「英語」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、英語学・英語文学・異文化理解の各専門分
野より修得する。

②中高教科「英語」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

③中高英語科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
中高教科「英語」の授業を構想し、実践し省察する
一連の授業実践研究の方法と態度を身につける。

後
期

①総合的な学習・探究及び特別活動の意義を理解し、
その特質を踏まえた指導に必要な知識、及び技能を
身につける。
②教育実習の目的や計画・内容等を理解する。

①中高教科「英語」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、英語学・英語文学の各専門分野より修得する。

②中高教科「英語」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

③中高英語科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
中高教科「英語」の授業を構想し、実践し省察する
一連の授業実践研究の方法と態度を身につける。

第

４

年

次

前
期

①教育に関する理念・思想・歴史を中心に、それらの基
礎的知識を修得する。
②教育実習生は、中高教育実習体験を通して、教職の
使命感や責任感、実践力を修得し、教職に必要な資
質能力を形成する。

①中高教科「英語」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、異文化理解分野より修得する。

②中高教科「英語」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

後
期

①「教職実践演習（中高）」を通して、反省事項や今後
の研究課題につき、明らかにするとともに、教職への
志を再確認する。

①中高教科「英語」の内容との関連性について、自主的
に探究する方法を身につける。

通
年

①教育実習の目的や計画・内容等につき理解を深めると
ともに、特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含
め、授業方法、学校学級経営等々に関する基礎的・
実践的知識技能を修得する。
②教育実習の事後指導を通して、反省事項や今後の研
究課題につき、明らかにするとともに、教職への志を
確認する。
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■健康・スポーツ科学部　健康・スポーツ科学科　到達目標（保健体育）
履修年次 教育の基礎的理解に関する科目等

大学が独自に設定する科目 教科及び教科の指導法に関する科目
年次 時期

第

１

年

次

前
期

①教育に関する理念・思想・歴史を中心に、それらの基
礎的知識を修得する。
②中高教職課程を履修する動機と目的を理解する。
③教職並びに中高教職課程の特質と概要を理解する。
④特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含め、授
業方法・学級経営等に関する基礎的・実践的知識と
技能を修得する。

①中高教科「保健体育」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、「スポーツの文化・歴史」・「運動生理
学」・「バスケットボール」・「ハンドボール」・「ダンス
Ⅰ」・「柔道」の各分野から修得し、教科を指導するに
あたり専門的知識や技能を探求する方法を身につけ
る。

後
期

①公教育の理念・思想と制度・行政・経営システムを
中心に、それらの基礎的知識及び技能を修得する。
②学習者の心理と学習のメカニズム（発達と障害を含
む）に関する基礎的知識を修得する。
③情報通信技術（ICT）の活用と理論を理解する。

①中高教科「保健体育」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、「スポーツ運動学」・「スイミング」・「ト
ラックアンドフィールド」・「体操」・「ダンスⅡ」・
「救急処置演習」の各分野から修得し、教科を指導
するにあたり専門知識や技能を探求する方法を身に
つける。
②「体育原理」によって体育の理念並びに体育に関す
る思想に関して中高教科「保健体育」を教授するに
足る基礎的知識を修得する。
③中高保健体育科指導法の基礎を学び、指導案の作
成・模擬授業を通して、授業実践力を修得する。

第

２

年

次

前
期

①教育課程の基本構造と教育実践との関連性を理解す
る。
②教職実践力の基礎となる教育の理念・目的・内容・
方法・対象理解・制度・経営について、基礎知識を
包括的に修得する。
③カウンセリングを含め、教育相談の理論と方法を、
実践的な観点から理解する。

①中高教科「保健体育」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、「器械運動」・「バレーボール」・「剣
道」・「ダンスⅢ」の各分野から修得し、教科を指導
するにあたり専門的知識や技能を探求する方法を身
につける。
②スポーツ指導をするにあたっての経営管理の基礎的
知識を修得する。
③学校における衛生及び保健指導についての基礎的知
識を修得する。
④中高保健体育科指導法の基礎を学び、指導案の作
成・模擬授業を通して、授業実践力を修得する。併
せて、教材分析や授業構想のための知識・技能を身
につける。

後
期

①人間の発達と障害に関する基礎的知識を修得する。
②道徳教育及び人権教育の目的・内容・方法等につい
て、実践の観点から理解する。
③総合的な学習・探究及び特別活動の意義を理解し、
その特質を踏まえた指導に必要な知識、及び技能を
身につける。
④一人一人の生徒の人格を尊重した生徒指導や、生徒
の意欲や適性を考慮した進路指導に必要な知識・技
能を身につける。
⑤教育実習の目的や計画・内容等を理解する。

①中高教科「保健体育」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、「剣道」から修得し、教科を指導する
にあたり専門的知識や技能を探求する方法を身につ
ける。
②スポーツ実施上の心理的特性について基本的知識を
修得し、教科を指導するにあたり専門的知識や技能
を探求する方法を身につける。
③中高保健体育科指導法の基礎を学び、指導案の作
成・模擬授業を通して、授業実践力を修得する。併
せて、中高教科「保健体育」の授業を構想・実践・
省察する一連の授業実践研究の方法と態度を身につ
ける。

第

３

年

次

前
期

①教育実習の目的や計画・内容等につき理解を深める
とともに、特別な配慮を要する生徒への対応方法を
も含め、授業方法、学校学級経営等々に関する基礎
的・実践的知識技能を修得する。
②教育実習生は、中高教育実習体験を通して、教職の
使命感や責任感、実践力を修得し、教職に必要な資
質能力を形成する。

①中高教科「保健体育」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、「スポーツ社会学」から修得し、教科
を指導するにあたり専門的知識や技能を探求する方
法を身につける。

後
期

①公教育の理念・思想と制度・行政・経営システムを
中心に、それらの基礎的知識及び技能を修得する。
②総合的な学習及び特別活動の意義を理解し、その特
質を踏まえた指導に必要な知識、及び技能を身につ
ける。
③教育実習の目的や計画・内容等を理解する。

①中高教科「保健体育」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、「公衆衛生学」から修得し、教科を指
導するにあたり専門的知識や技能を探求する方法を
身につける。

通
年

①教育実習の目的や計画・内容等につき理解を深める
とともに、特別な配慮を要する生徒への対応方法を
も含め、授業方法、学校学級経営等々に関する基礎
的・実践的知識技能を修得する。
②教育実習の事後指導を通して、反省事項や今後の研
究課題につき、明らかにするとともに、教職への志
を確認する。

第

４

年

次

前
期

①中高教科「保健体育」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、「卓球」から修得し、教科を指導する
にあたり専門的知識や技能を探求する方法を身につ
ける。

後
期

①「教職実践演習（中高）」を通して、反省事項や今
後の研究課題につき、明らかにするとともに、教職
への志を再確認する。

①中高教科「保健体育」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、「バドミントン」から修得し、教科を
指導するにあたり専門的知識や技能を探求する方法
を身につける。

8



－295－

■健康・スポーツ科学部　スポーツマネジメント学科　到達目標（保健体育）
履修年次 教育の基礎的理解に関する科目等

大学が独自に設定する科目 教科及び教科の指導法に関する科目
年次 時期

第

１

年

次

前
期

①中高教職課程を履修する動機と目的を理解する。
②教職並びに中高教職課程の特質と概要を理解する。

①中高教科「保健体育」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、「スポーツの文化・歴史」・「運動生理
学」・「救急処置演習」・「スイミング」・「体操」・「ダン
スⅠ」の各分野から修得し、教科を指導するにあたり
専門的知識や技能を探求する方法を身につける。

②スポーツ実施上の心理的特性について基本的知識を
修得し、教科を指導するにあたり専門的知識や技能を
探求する方法を身につける。

後
期

①公教育の理念・思想と制度・行政・経営システムを中
心に、それらの基礎的知識及び技能を修得する。
②学習者の心理と学習のメカニズム（発達と障害を含む）
に関する基礎的知識を修得する。

①中高教科「保健体育」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、「トラックアンドフィールド」・「器械運
動」・「バレーボール」・「バスケットボール」・「ダンス
Ⅱ」の各分野から修得し、教科を指導するにあたり専
門知識や技能を探求する方法を身につける。

②「体育原理」によって体育の理念並びに体育に関する
思想に関して中高教科「保健体育」を教授するに足る
基礎的知識を修得する。

第

２

年

次

前
期

①教育課程の基本構造と教育実践との関連性を理解す
る。
②教職実践力の基礎となる教育の理念・目的・内容・方
法・対象理解・制度・経営について、基礎知識を包括
的に修得する。
③人間の発達と障害に関する基礎的知識を修得する。

①中高教科「保健体育」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、「ハンドボール」・「ダンスⅢ」の各分野か
ら修得し、教科を指導するにあたり専門的知識や技能
を探求する方法を身につける。

②スポーツ指導をするにあたっての経営管理の基礎的知
識を修得する。

③学校における衛生及び保健指導についての基礎的知
識を修得する。

④中高保健体育科指導法の基礎を学び、指導案の作
成・模擬授業を通して、授業実践力を修得する。

後
期

①道徳教育及び人権教育の目的・内容・方法等につい
て、実践の観点から理解する。
②情報通信技術（ICT）の活用と理論を理解する。
③一人ひとりの生徒の人格を尊重した生徒指導や、生徒
の意欲や適性を考慮した進路指導に必要な知識・技
能を身につける。

①中高教科「保健体育」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、「剣道」・「スポーツ社会学」から修得し、
教科を指導するにあたり専門的知識や技能を探求する
方法を身につける。

②中高保健体育科指導法の基礎を学び、指導案の作
成・模擬授業を通して、授業実践力を修得する。併
せて、教材分析や授業構想のための知識・技能を身に
つける。

第

３

年

次

前
期

①カウンセリングを含め、教育相談の理論と方法を、実
践的な観点から理解する。
②特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含め、授
業方法・学級経営等に関する基礎的・実践的知識と
技能を修得する。

①中高保健体育科指導法の基礎を学び、指導案の作
成・模擬授業を通して、授業実践力を修得する。併
せて、中高教科「保健体育」の授業を構想・実践・
省察する一連の授業実践研究の方法と態度を身につけ
る。

後
期

①総合的な学習・探究及び特別活動の意義を理解し、
その特質を踏まえた指導に必要な知識、及び技能を
身につける。
②教育実習の目的や計画・内容等を理解する。

①中高教科「保健体育」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、「柔道」・「公衆衛生学」から修得し、
教科を指導するにあたり専門的知識や技能を探求す
る方法を身につける。
②中高教科「保健体育」の授業を構想・実践・省察す
る一連の授業実践研究の方法と態度を身につける。
③中高保健体育科指導法の基礎を学び、指導案の作
成・模擬授業を通して、授業実践力を修得する。併
せて、中高教科「保健体育」の授業を構想・実践・
省察する一連の授業実践研究の方法と態度を身につけ
る。

第

４

年

次

前
期

①教育に関する理念・思想・歴史を中心に、それらの基
礎的知識を修得する。
②教育実習生は、中高教育実習体験を通して、教職の
使命感や責任感、実践力を修得し、教職に必要な資
質能力を形成する。

①中高教科「保健体育」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、「卓球」から修得し、教科を指導する
にあたり専門的知識や技能を探求する方法を身につ
ける。

後
期

①「教職実践演習（中高）」を通して、反省事項や今後
の研究課題につき、明らかにするとともに、教職への
志を再確認する。

①中高教科「保健体育」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、「バドミントン」から修得し、教科を
指導するにあたり専門的知識や技能を探求する方法
を身につける。

通
年

①教育実習の目的や計画・内容等につき理解を深めると
ともに、特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含
め、授業方法、学校学級経営等々に関する基礎的・
実践的知識技能を修得する。
②教育実習の事後指導を通して、反省事項や今後の研
究課題につき、明らかにするとともに、教職への志を
確認する。

9
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■生活環境学部　生活環境学科　到達目標（家庭）
履修年次 教育の基礎的理解に関する科目等

大学が独自に設定する科目 教科及び教科の指導法に関する科目
年次 時期

第

１

年

次

前
期

①中高教職課程を履修する動機と目的を理解する。
②教職並びに中高教職課程の特質と概要を理解する。

①中高教科「家庭」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、被服学・住居学の各専門分野より修得する。

②中高教科「家庭」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

後
期

①公教育の理念・思想と制度・行政・経営システムを
中心に、それらの基礎的知識及び技能を修得する。
②学習者の心理と学習のメカニズム（発達と障害を含
む）に関する基礎的知識を修得する。

①中高教科「家庭」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、家庭経営学・被服学・住居学の各専門分野
より修得する。

②中高教科「家庭」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

第

２

年

次

前
期

①教育課程の基本構造と教育実践との関連性を理解す
る。
②教職実践力の基礎となる教育の理念・目的・内容・
方法・対象理解・制度・経営について、基礎知識を
包括的に修得する。
③人間の発達と障害に関する基礎的知識を修得する。

①中高教科「家庭」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、被服学の分野より修得する。

②中高教科「家庭」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

③中高家庭科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。

後
期

①道徳教育及び人権教育の目的・内容・方法等につい
て、実践の観点から理解する。
②情報通信技術（ICT）の活用と理論を理解する。
③一人ひとりの生徒の人格を尊重した生徒指導や、生
徒の意欲や適性を考慮した進路指導に必要な知識・
技能を身につける。

①中高教科「家庭」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

②中高家庭科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
教材分析や授業構想のための知識・技能を身につけ
る。

第

３

年

次

前
期

①カウンセリングを含め、教育相談の理論と方法を、
実践的な観点から理解する。
②特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含め、授
業方法・学級経営等に関する基礎的・実践的知識と
技能を修得する。

①中高教科「家庭」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、被服学の分野より修得する。

②中高家庭科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
中高教科「家庭」の授業を構想し、実践し省察する
一連の授業実践研究の方法と態度を身につける。

後
期

①総合的な学習・探究及び特別活動の意義を理解し、
その特質を踏まえた指導に必要な知識、及び技能を
身につける。
②教育実習の目的や計画・内容等を理解する。

①中高教科「家庭」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、家庭経営学・食物学・保育学の分野より修
得する。

②中高教科「家庭」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

③中高家庭科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
中高教科「家庭」の授業を構想し、実践し省察する
一連の授業実践研究の方法と態度を身につける。

第

４

年

次

前
期

①教育に関する理念・思想・歴史を中心に、それらの基
礎的知識を修得する。
②教育実習生は、中高教育実習体験を通して、教職の
使命感や責任感、実践力を修得し、教職に必要な資
質能力を形成する。

①中高教科「家庭」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、食物学の分野より修得する。

②中高教科「家庭」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

後
期

①「教職実践演習（中高）」を通して、反省事項や今後
の研究課題につき、明らかにするとともに、教職への
志を再確認する。

通
年

①教育実習の目的や計画・内容等につき理解を深めると
ともに、特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含
め、授業方法、学校学級経営等々に関する基礎的・
実践的知識技能を修得する。
②教育実習の事後指導を通して、反省事項や今後の研
究課題につき、明らかにするとともに、教職への志を
確認する。

10
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■社会情報学部　社会情報学科　到達目標（情報）
履修年次 教育の基礎的理解に関する科目等

大学が独自に設定する科目 教科及び教科の指導法に関する科目
年次 時期

第

１

年

次

前
期

①高校教職課程を履修する動機と目的を理解する。
②教職並びに高校教職課程の特質と概要を理解する。

①高校教科「情報」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、情報社会（職業に関する内容を含む。）・情
報倫理、コンピュータ・情報処理、情報通信ネット
ワークの分野より修得する。

後
期

①公教育の理念・思想と制度・行政・経営システムを
中心に、それらの基礎的知識及び技能を修得する。

②学習者の心理と学習のメカニズム（発達と障害を含
む）に関する基礎的知識を修得する。

①高校教科「情報」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、コンピュータ・情報処理、情報システム、
マルチメディア表現・マルテメディア技術の各専門
分野より修得する。

第

２

年

次

前
期

①教育課程の基本構造と教育実践との関連性を理解す
る。
②教職実践力の基礎となる教育の理念・目的・内容・
方法・対象理解・制度・経営について、基礎知識を
包括的に修得する。
③人間の発達と障害に関する基礎的知識を修得する。

①高校教科「情報」に関わる原理と教科内容及び、そ
の指導法に関わる基礎的知識と技能を習得する。併
せて高校教科「情報」を教授するに足る基礎的知識
及び技能を、情報社会（職業に関する内容を含む。）・
情報倫理、コンピュータ・情報処理、情報通信ネッ
トワークの各専門分野より修得する。

後
期

①道徳教育及び人権教育の目的・内容・方法等につい
て、実践の観点から理解する。
②情報通信技術（ICT）の活用と理論を理解する。
③一人ひとりの生徒の人格を尊重した生徒指導や、生
徒の意欲や適性を考慮した進路指導に必要な知識・
技能を身につける。

①高校教科「情報」指導法の基礎知識について学び、
指導案の作成・模擬授業を通して、授業実践力を修
得する。併せて高校教科「情報」を教授するに足る
基礎的知識及び技能を、情報社会（職業に関する内
容を含む。）・情報倫理、コンピュータ・情報処理、
情報システムの各専門分野より修得する。

第

３

年

次

前
期

①カウンセリングを含め、教育相談の理論と方法を、
実践的な観点から理解する。
②特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含め、授
業方法・学級経営等に関する基礎的・実践的知識と
技能を修得する。

①高校教科「情報」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

後
期

①総合的な学習・探究及び特別活動の意義を理解し、
その特質を踏まえた指導に必要な知識、及び技能を
身につける。
②教育実習の目的や計画・内容等を理解する。

①高校教科「情報」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

第

４

年

次

前
期

①教育に関する理念・思想・歴史を中心に、それらの基
礎的知識を修得する。
②教育実習生は、中高教育実習体験を通して、教職の
使命感や責任感、実践力を修得し、教職に必要な資
質能力を形成する。

①高校教科「情報」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

後
期

①「教職実践演習（中高）」を通して、反省事項や今後
の研究課題につき、明らかにするとともに、教職への
志を再確認する。

①高校教科「情報」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

通
年

①教育実習の目的や計画・内容等につき理解を深めると
ともに、特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含
め、授業方法、学校学級経営等々に関する基礎的・
実践的知識技能を修得する。
②教育実習の事後指導を通して、反省事項や今後の研
究課題につき、明らかにするとともに、教職への志を
確認する。

11
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■音楽学部　演奏学科　到達目標（音楽）

履修年次 教育の基礎的理解に関する科目等
大学が独自に設定する科目 教科及び教科の指導法に関する科目

年次 時期

第

１

年

次

前
期

①中高教職課程を履修する動機と目的を理解する。
②教職並びに中高教職課程の特質と概要を理解する。

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、和声法より修得する。

②中高教科「音楽」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

後
期

①公教育の理念・思想と制度・行政・経営システムを
中心に、それらの基礎的知識及び技能を修得する。

②学習者の心理と学習のメカニズム（発達と障害を含
む）に関する基礎的知識を修得する。

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、ソルフェージュより修得する。

②中高教科「音楽」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

第

２

年

次

前
期

①教育課程の基本構造と教育実践との関連性を理解す
る。
②教職実践力の基礎となる教育の理念・目的・内容・
方法・対象理解・制度・経営について、基礎知識を
包括的に修得する。
③人間の発達と障害に関する基礎的知識を修得する。

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、声楽・器楽・指揮法の各専門分野より修得
する。

②中高教科「音楽」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

③中高音楽科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。

後
期

①道徳教育及び人権教育の目的・内容・方法等につい
て、実践の観点から理解する。
②情報通信技術（ICT）の活用と理論を理解する。
③一人ひとりの生徒の人格を尊重した生徒指導や、生
徒の意欲や適性を考慮した進路指導に必要な知識・
技能を身につける。

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、声楽・器楽・指揮法の各専門分野より修得
し、理解を深める。

②中高教科「音楽」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

③中高音楽科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模擬
授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、教材
分析や授業構想のための知識・技能を身につける。

通
年

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、伴奏法・音楽史より修得する。

第

３

年

次

前
期

①カウンセリングを含め、教育相談の理論と方法を、
実践的な観点から理解する。
②特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含め、授
業方法・学級経営等に関する基礎的・実践的知識と
技能を修得する。

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、声楽・器楽の各専門分野より修得し、合奏
を通して協調性を育む。

②中高教科「音楽」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

③中高音楽科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
中高教科「音楽」の授業を構想し、実践し省察する
一連の授業実践研究の方法と態度を身につける。

後
期

①総合的な学習・探究及び特別活動の意義を理解し、
その特質を踏まえた指導に必要な知識、及び技能を
身につける。
②教育実習の目的や計画・内容等を理解する。

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、声楽・器楽の各専門分野より修得し、より
深く理解する。

②中高教科「音楽」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

③中高音楽科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
中高教科「音楽」の授業を構想し、実践し省察する
一連の授業実践研究の方法と態度を身につける。

通
年

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、合唱・邦楽より修得し、協調性を育み、日
本の伝統的な音楽も学ぶ。

第

４

年

次

前
期

①教育に関する理念・思想・歴史を中心に、それらの基
礎的知識を修得する。
②教育実習生は、中高教育実習体験を通して、教職の
使命感や責任感、実践力を修得し、教職に必要な資
質能力を形成する。

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、編曲を含む作曲法より身につける。

②中高教科「音楽」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

後
期

①「教職実践演習（中高）」を通して、反省事項や今後
の研究課題につき、明らかにするとともに、教職への
志を再確認する。

通
年

①教育実習の目的や計画・内容等につき理解を深めると
ともに、特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含
め、授業方法、学校学級経営等々に関する基礎的・
実践的知識技能を修得する。
②教育実習の事後指導を通して、反省事項や今後の研
究課題につき、明らかにするとともに、教職への志を
確認する。
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■音楽学部　応用音楽学科　到達目標（音楽）
履修年次 教育の基礎的理解に関する科目等

大学が独自に設定する科目 教科及び教科の指導法に関する科目
年次 時期

第

１

年

次

前
期

①中高教職課程を履修する動機と目的を理解する。
②教職並びに中高教職課程の特質と概要を理解する。

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、声楽実技・ピアノ実技・和声法より修得す
る。

②中高教科「音楽」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

後
期

①公教育の理念・思想と制度・行政・経営システムを
中心に、それらの基礎的知識及び技能を修得する。

②学習者の心理と学習のメカニズム（発達と障害を含
む）に関する基礎的知識を修得する。

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、ソルフェージュ・声楽実技・ピアノ実技よ
り修得する。

②中高教科「音楽」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

第

２

年

次

前
期

①教育課程の基本構造と教育実践との関連性を理解す
る。
②教職実践力の基礎となる教育の理念・目的・内容・
方法・対象理解・制度・経営について、基礎知識を
包括的に修得する。
③人間の発達と障害に関する基礎的知識を修得する。

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、指揮法より修得する。

②中高教科「音楽」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

③中高音楽科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。

後
期

①道徳教育及び人権教育の目的・内容・方法等につい
て、実践の観点から理解する。
②情報通信技術（ICT）の活用と理論を理解する。
③一人ひとりの生徒の人格を尊重した生徒指導や、生
徒の意欲や適性を考慮した進路指導に必要な知識・
技能を身につける。

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、指揮法より修得し、理解を深める。

②中高教科「音楽」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

③中高音楽科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
教材分析や授業構想のための知識・技能を身につけ
る。

通
年

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、器楽・音楽史より修得する。

第

３

年

次

前
期

①カウンセリングを含め、教育相談の理論と方法を、
実践的な観点から理解する。
②特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含め、授
業方法・学級経営等に関する基礎的・実践的知識と
技能を修得する。

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、器楽合奏より修得し、合奏を通して協調性
を育む。

②中高教科「音楽」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

③中高音楽科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
中高音楽科の授業を構想し、実践し省察する一連の
授業実践研究の方法と態度を身につける。

後
期

①総合的な学習・探究及び特別活動の意義を理解し、
その特質を踏まえた指導に必要な知識、及び技能を
身につける。
②教育実習の目的や計画・内容等を理解する。

①中高教科「音楽」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

②中高音楽科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
中高教科「音楽」の授業を構想し、実践し省察する
一連の授業実践研究の方法と態度を身につける。

通
年

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、合唱より修得し、協調性を育む。

第

４

年

次

前
期

①教育に関する理念・思想・歴史を中心に、それらの基
礎的知識を修得する。
②教育実習生は、中高教育実習体験を通して、教職の
使命感や責任感、実践力を修得し、教職に必要な資
質能力を形成する。

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、編曲を含む作曲法より身につける。

②中高教科「音楽」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

後
期

①「教職実践演習（中高）」を通して、反省事項や今後
の研究課題につき、明らかにするとともに、教職への
志を再確認する。

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的知識及び
技能を、邦楽より修得し、日本の伝統的な音楽をよ
り深く理解する。

②中高教科「音楽」の内容との関連性について、自主
的に探究する方法を身につける。

通
年

①教育実習の目的や計画・内容等につき理解を深めると
ともに、特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含
め、授業方法、学校学級経営等々に関する基礎的・
実践的知識技能を修得する。
②教育実習の事後指導を通して、反省事項や今後の研
究課題につき、明らかにするとともに、教職への志を
確認する。

①中高教科「音楽」を教授するに足る基礎的理解及び
技能を邦楽より修得し、日本の伝統的な音楽も学ぶ。

13



－305－

■薬学部　健康生命薬科学科　到達目標（理科）

履修年次 教育の基礎的理解に関する科目等
大学が独自に設定する科目 教科及び教科の指導法に関する科目

年次 時期

第

１

年

次

前
期

①中高教職課程を履修する動機と目的を理解する。
②教職並びに中高教職課程の特質と概要を理解する。

①中高教科「理科」に関する専門的知識（化学・生
物学）を修得する。

②中高教科「理科」の内容との関連性について、自
主的に探究する方法を身につける。

後
期

①公教育の理念・思想と制度・行政・経営システム
を中心に、それらの基礎的知識及び技能を修得す
る。

②学習者の心理と学習のメカニズム（発達と障害を
含む）に関する基礎的知識を修得する。

①中高教科「理科」に関する専門的知識（物理学・
化学・生物学）を修得する。

②中高教科「理科」の内容との関連性について、自
主的に探究する方法を身につける。

第

２

年

次

前
期

①教育課程の基本構造と教育実践との関連性を理解
する。

②教職実践力の基礎となる教育の理念・目的・内
容・方法・対象理解・制度・経営について、基礎
知識を包括的に修得する。

③人間の発達と障害に関する基礎的知識を修得する。

①中高教科「理科」に関する専門的知識（化学・生
物学）を修得する。

②中高教科「理科」の内容との関連性について、自
主的に探究する方法を身につける。

③中高理科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。

後
期

①道徳教育及び人権教育の目的・内容・方法等につ
いて、実践の観点から理解する。

②情報通信技術（ICT）の活用と理論を理解する。
③一人ひとりの生徒の人格を尊重した生徒指導や、
生徒の意欲や適性を考慮した進路指導に必要な知
識・技能を身につける。

①中高教科「理科」に関する専門的知識（生物学・
地学）と技能（実験法）を修得する。

②中高教科「理科」の内容との関連性について、自
主的に探究する方法を身につける。

③中高理科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
教材分析や授業構想のための知識・技術を身につ
ける。

第

３

年

次

前
期

①カウンセリングを含め、教育相談の理論と方法を、
実践的な観点から理解する。

②特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含め、
授業方法・学級経営等に関する基礎的・実践的知
識と技能を修得する。

①中高教科「理科」に関する専門的知識（生物学）
と技能（実験法）を修得する。

②中高教科「理科」の内容との関連性について、自
主的に探究する方法を身につける。

③中高理科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
中高教科「理科」の授業を構想し、実践し省察す
る一連の授業実践研究の方法と態度を身につける。

後
期

①総合的な学習・探究及び特別活動の意義を理解
し、その特質を踏まえた指導に必要な知識、及び
技能を身につける。

②教育実習の目的や計画・内容等を理解する。

①中高理科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
中高教科「理科」の授業を構想し、実践し省察す
る一連の授業実践研究の方法と態度を身につける。

第

４

年

次

前
期

①教育に関する理念・思想・歴史を中心に、それらの基
礎的知識を修得する。

②教育実習生は、中高教育実習体験を通して、教職の
使命感や責任感、実践力を修得し、教職に必要な資
質能力を形成する。

後
期

①「教職実践演習（中高）」を通して、反省事項や今後
の研究課題につき、明らかにするとともに、教職への
志を再確認する。

通
年

①教育実習の目的や計画・内容等につき理解を深めると
ともに、特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含
め、授業方法、学校学級経営等々に関する基礎的・
実践的知識技能を修得する。

②教育実習の事後指導を通して、反省事項や今後の研
究課題につき、明らかにするとともに、教職への志を
確認する。
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■環境共生学部　環境共生学科　到達目標（理科）

履修年次 教育の基礎的理解に関する科目等
大学が独自に設定する科目 教科及び教科の指導法に関する科目

年次 時期

第

１

年

次

前
期

①中高教職課程を履修する動機と目的を理解する。
②教職並びに中高教職課程の特質と概要を理解する。

①中高教科「理科」に関する専門的知識（化学・生
物学）を修得する。

②中高教科「理科」の内容との関連性について、自
主的に探究する方法を身につける。

後
期

①公教育の理念・思想と制度・行政・経営システム
を中心に、それらの基礎的知識及び技能を修得す
る。

②学習者の心理と学習のメカニズム（発達と障害を
含む）に関する基礎的知識を修得する。

①中高教科「理科」に関する専門的知識（化学・生
物学・地学）と技能（実験法）を修得する。

②中高教科「理科」の内容との関連性について、自
主的に探究する方法を身につける。

第

２

年

次

前
期

①教育課程の基本構造と教育実践との関連性を理解
する。

②教職実践力の基礎となる教育の理念・目的・内
容・方法・対象理解・制度・経営について、基礎
知識を包括的に修得する。

③人間の発達と障害に関する基礎的知識を修得する。

①中高教科「理科」に関する専門的知識（物理学・
化学・生物学）を修得する。

②中高教科「理科」の内容との関連性について、自
主的に探究する方法を身につける。

③中高理科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。

後
期

①道徳教育及び人権教育の目的・内容・方法等につ
いて、実践の観点から理解する。

②情報通信技術（ICT）の活用と理論を理解する。
③一人ひとりの生徒の人格を尊重した生徒指導や、
生徒の意欲や適性を考慮した進路指導に必要な知
識・技能を身につける。

①中高教科「理科」に関する専門的知識（化学・生
物学）と技能（実験法）を修得する。

②中高教科「理科」の内容との関連性について、自
主的に探究する方法を身につける。

③中高理科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
教材分析や授業構想のための知識・技術を身につ
ける。

第

３

年

次

前
期

①カウンセリングを含め、教育相談の理論と方法を、
実践的な観点から理解する。

②特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含め、
授業方法・学級経営等に関する基礎的・実践的知
識と技能を修得する。

①中高教科「理科」の内容との関連性について、自
主的に探究する方法を身につける。

②中高理科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
中高教科「理科」の授業を構想し、実践し省察す
る一連の授業実践研究の方法と態度を身につける。

後
期

①総合的な学習・探究及び特別活動の意義を理解
し、その特質を踏まえた指導に必要な知識、及び
技能を身につける。

②教育実習の目的や計画・内容等を理解する。

①中高教科「理科」に関する技能（実験法）を修得
する。

②中高理科指導法の基礎を学び、指導案の作成・模
擬授業を通して、授業実践力を修得する。併せて、
中高教科「理科」の授業を構想し、実践し省察す
る一連の授業実践研究の方法と態度を身につける。

第

４

年

次

前
期

①教育に関する理念・思想・歴史を中心に、それらの基
礎的知識を修得する。

②教育実習生は、中高教育実習体験を通して、教職の
使命感や責任感、実践力を修得し、教職に必要な資
質能力を形成する。

後
期

①「教職実践演習（中高）」を通して、反省事項や今後
の研究課題につき、明らかにするとともに、教職への
志を再確認する。

通
年

①教育実習の目的や計画・内容等につき理解を深めると
ともに、特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含
め、授業方法、学校学級経営等々に関する基礎的・
実践的知識技能を修得する。

②教育実習の事後指導を通して、反省事項や今後の研
究課題につき、明らかにするとともに、教職への志を
確認する。
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■食物栄養科学部　食物栄養学科　到達目標（栄養教諭）
履修年次

教育の基礎的理解に関する科目等 栄養に係る教育に関する科目
年次 時期

第

１

年

次

前
期

①栄養教諭教職課程を履修する動機と目的を理解す
る。
②栄養教諭の特質と概要を理解する。

後
期

①公教育の理念・思想と制度・行政・経営システムを
中心に、それらの基礎的知識及び技能を修得する。
②栄養教諭として求められる教職実践力の土台となる
教育心理学について、基礎知識を修得する。

第

２

年

次

前
期

①教育課程の基本構造と教育実践との関連性を理解す
る。
②教職実践力の基礎となる教育の理念・目的・内容・
方法・対象理解・制度・経営について、基礎知識を
包括的に修得する。

後
期

①道徳教育の理論と実践について基礎的知識及び技能
を修得する。
②情報通信技術（ICT）の活用と理論を理解する。
③生徒指導の理論と方法について、教職に関する基礎
的知識及び技能を修得する。

①栄養教諭として必要な専門的知識及び技能を、「学
校栄養教育・指導論Ⅰ」より修得する。

第

３

年

次

前
期

①特別な配慮を要する生徒への対応方法をも含め、授
業方法・学級経営等に関する基礎的・実践的知識と
技能を修得する。
②教育相談の理論及び方法を中心に、栄養教諭教職に
関する基礎的知識及び技能を修得する。

①栄養教諭として必要な専門的知識及び技能を、「学
校栄養教育・指導論Ⅱ」より修得する。

②上記①と栄養教育実習（特に授業及び栄養指導）と
のかかわりを考慮し、それらの実践上の意義及び具
体的内容を自主的に探究する方法を身につける。

後
期

①総合的な学習・探究及び特別活動の意義を理解し、
その特質を踏まえた指導に必要な知識及び技能を身
につける。
②教育実習生は、栄養教育実習体験を通して、教職の
使命感や責任感、実践力を修得し、教職に必要な資
質能力を形成する。

通
年

①教育実習の目的や計画・内容等につき理解を深める
とともに、特別な配慮を要する生徒への対応方法を
も含め、授業方法、学校学級経営等々に関する基礎
的・実践的知識技能を修得する。
②教育実習の事後指導を通して、反省事項や今後の研
究課題につき、明らかにするとともに、教職への志
を確認する。

第
４
年
次

後
期

①「教職実践演習（栄教）」を通して、反省事項や今
後の研究課題につき、明らかにするとともに、教職
への志を再確認する。
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